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短 報

トビイ ロウ ンカ の 吸汁 に お よぼす

ア ス パ ラギ ンの 効 果1

寒 川 一 成

名古屋大学農学部害虫 学教室

(1970年2月12日 受 領)

前報(寒 川,1970)で 窒 素欠乏稲 上では トビイ ロウンカの 口

針挿 入頻 度が高 まるに もかかわ らず 吸汁量が 著 るしく減 少す る

事 実を見い出 し,そ の原因が ウンカの吸汁部位 であ る維 管束内

の汁液の化 学的性状,と くに 窒 素欠乏に よる遊離 ア ミノ酸含量

の低 下にあ るのではないか と推察 した。 一方尾崎(1954)は 稲

体内の アスパラギン含量 の消長 と窒素栄養状態 との間に 密接 な

関連を見 い出し,窒 素欠乏に陥 った稲 からは アスパラギ ンが検

出され ない と述 べてい る。 著者 も実験 に用 いた 窒素 欠乏 の稲苗

と正常 な稲苗 地上部 の80%エ タ ノール抽 出液 をペーパー クロマ

トグ ラフ ィー法で分析 し,前 者 に アスパ ラギ ンが存在 しないこ

とを確認 した(第1図)。 そ こで トビイ ロウンカの 吸汁にお よぼ

す アスパラギンの影響 を予備的に調べた結果,そ れが 摂 食促進

作用 を有 してい るこ とが判明 したので,こ こに その概要 を予報

す る。

第1図 正 常 な稲(上)と 窒 素 欠 乏 の稲(下)に 含

まれ る遊 離 ア ミノ酸 の ペ ー パ ー ク ロマ トグ ラム。 矢 印 は ア

ス パ ラギ ンの 位 置 を 示 し,窒 素欠 乏 の 稲 に 存 在 しな い こ と

が わ か る。(展 開 剤:ブ タ ノー ル ・酢 酸 ・水=4:1:2,発

色 剤:0.1%ニ ン ヒ ドリ ン ・ア セ トン溶 液)。

パ ラフ ィル ム膜 を とお して,ト ビイ ロ ウ ン カ雌 成 虫 に 蒸 溜 水,

1%ア スパ ラギ ン水溶液,5%庶 糖液,お よび5%の 庶糖 を含む

1%ア スパラギ ン溶液 を24時 間 吸汁 させ,そ の間に排泄す る甘

露 小滴数お よび パ ラフ ィル ム膜上に形成す る 口針 鞘数を調べ,

口針鞘数に対す る甘 露小滴数の比 の値 を 各液について求め比較

した ところ,1%ア スパ ラギンを与えた場合のそ の平均値は蒸溜

水の場合に くらべ約170倍 高 く,ア スパ ラギ ンに ウンカの吸汁を

促進 させ る効 果が認め られた。 これ は アスパラギンの存在 に よ

り甘露 排 泄量 が増加す ると同時に 口針挿入回数が 減少 す るため

であ り,ア スパ ラギ ンの この作用は5%庶 糖 よりも強 く,さ ら

に庶 糖 との共存に よ り一層強 まった(第1表)。 また ウンカに1

%の アスパ ラギ ンを含む庶糖液 とそれ を含 まない 庶糖 液を同時

に与えた場合 も,第2表 に示 したよ うに ウンカは アスパラギン

を含む庶糖液 の方 から 約2倍 多 く吸汁 してい ることが わか り,

上述の結果が再確認 された。

第1表 トビイ ロウンカの 吸汁 におよぼす アスパ ラギ ンの効 果

＊1 5反 復平均 ,＊2 標準偏差。

第2表 アスパ ラギ ンの有無が トビイ ロウンカの 庶糖 液吸収 量

にお よぼす効果

以上の実験結果か ら,ア スパ ラギ ンが トビイ ロウンカの吸汁

を促 進させ る作 用を有す ることは 明らかであ り,窒 素欠乏稲 に

おけ るアスパ ラギ ンの欠如が 同稲上 での トビイ ロウンカの吸汁

量減 少の一原因 として考え られ た。

引 用 文 献

尾 崎 清(1954)土 肥 誌 25: 20～24.

寒 川 一 成(1970)応 動 昆 14: 101～106.

1 Effect of asparagine on feeding of the brown planthopper. Kazushige SOGAWA (Laboratory of Applied 

Entomology and Nematology, Faculty of Agriculture, Nagoya University, Chikusa, Nagoya)

日本応用動物昆虫学会誌(応 動 昆) 第14巻 第2号:107 (1970)


